
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター   

菊池  章 （大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学 教授） 

山下 俊英（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学 教授） 

 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：dsp@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001 

http://www.senri-life.or.jp 

 

－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第１６回会合 

 

『がんエピジェネティクス － 

エピジェネティクス研究はがん臨床に還元できるか？』 

 

講師 近藤 豊 （こんどう ゆたか） 

愛知県がんセンター研究所 ゲノム制御研究部 

部長 
 

日時 ２０１３年１２月１１日（水） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ８階 ８０１・８０２号室  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ６階 ６０３・６０４号室  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 
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『がんエピジェネティクス － 

エピジェネティクス研究はがん臨床に還元できるか？』 

愛知県がんセンター研究所 ゲノム制御研究部   

部長   近藤 豊   

 

がん細胞ではゲノム・エピゲノム異常が蓄積している。エピゲノム異常は分

化・増殖の制御異常を介して発がんを誘導するだけでなく、その可塑性を介し

て、動的に細胞形質を変化させ、悪性のがんとしての形質を獲得する過程に寄

与していると考えられている。エピゲノム異常は、ほとんどすべてのがん細胞

に存在するため、診断マーカーとしての有用性が高い。特にエピゲノムのうち

DNA メチル化は安定した化学修飾であり、ヒト遺伝子の広範な領域でがん細胞に

特異的な異常が検出されるため診断マーカーとして優れている。この特性を活

かして我々はがん診断マーカーの開発を行うとともに、微量に存在する DNA メ

チル化異常を高感度かつ簡便に解析できる新しい検出法の開発を行っている。 

一方で動的にがん細胞を制御するヒストン修飾、非翻訳 RNA、クロマチン構築

因子といったエピゲノムはがん細胞の可塑性に影響を与える。腫瘍内に可塑性

の高いがん細胞が存在すると、様々な性格を持った細胞に変化し組織多様性の

形成へとつながるため、一般にがん治療を困難にする。我々は、ヒト脳腫瘍幹

細胞モデル、および脳腫瘍自然発生マウスモデルを用いて、がん細胞が周囲環

境からのシグナルに反応し動的に形質を変化させるエピジェネティック機構に

ついて研究を行ってきた。特に Notch シグナルとエピゲノム修飾タンパクであ

るポリコームタンパクの制御を調節する非翻訳 RNA を見出し、がん細胞におけ

る遺伝子特異的なエピゲノム調節機構の一端を明らかにした。 

発がん過程では、がんの周囲環境に応じて細胞の性質を変化させるエピジェ

ネティック機構ががんの増殖・維持に関わっている。こうしたがん細胞が環境

に応じて生き延びる可塑性を抑え込むことができれば高い治療効果が期待でき

る。がんに特異的なエピゲノム異常を"早期"に"確実"に捉えて診断に活用し、

エピゲノム治療薬でがんの急所を抑える新たながん治療戦略の開発を目指した

いと考える。 
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【講師学歴/職歴】 

1990 年  名古屋市立大学医学部卒業 

1990 年  名古屋市立大学第 2 内科医員 

2000 年  国立がんセンター病理部リサーチレジデント修了 

2000 年  名古屋市立大学大学院修了 

2001 年  (米) University of Texas MD Anderson Cancer Center、 

Postdoctoral Fellow 

2004 年  (米) University of Texas MD Anderson Cancer Center、 

Faculty(Instructor) 

2005 年  愛知県がんセンター研究所 分子腫瘍学部 主任研究員 

2007 年  愛知県がんセンター研究所 分子腫瘍学部 室長 

2012 年  愛知県がんセンター研究所 ゲノム制御研究部 部長 

現在に至る。 
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